
■労働CSRのポイントは何か？
CSR（企業の社会的責任）活動は自主的に取り

組むのが本来の主旨だ。“ならばウチは余裕もな
いし，別に取り組まなくてもいいか？”となりが
ちだが，そうもいかないらしい。キレイゴトを言
う以前に“取り組まないリスク”が顕在化しつつ
ある。というのも，発注元（顧客）や株主が，
「相手はCSRに取り組んでいるかどうか」を選別
基準に盛り込みはじめると，会社の維持・存続に
直接影響するからである。
とりわけ最近は人事側面が注目され，労働CSR

基準化の動きも伝えられている。人事分野では，
労働法，社会保険等に対する法令遵守は当然とし
て，公平人事，育児支援や介護支援，女性登用，
メンタルヘルス対策などにも目配りが求められる
ようだ。
とはいえ，社内に専門組織を設ける余裕のある
企業は限られる。主旨からしても日常業務のなか
で機能させるのが本筋だ。従って，人事施策導入
のほか，CSRが機能する社風を築いていくのも人
事の仕事といえよう。CSRに取り組まないリスク
というのは，取り組むメリットと裏表の関係にあ
る。どうせならマネジメントの好循環のほうに目
を向けたい。 （編集部）
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労働CSR取り組みガイド
－人事側面から迫られるCSR（社会的責任）に備える－

1．はじめに

2．CSRとは何か？

3．CSRの対象領域と労働CSR

4．CSRに取り組む意義とは
盧 CSRにおけるネガティブ・インパクト／盪 CSR

におけるポジティブ・インパクト／蘯 SRIがCSRに

及ぼす影響／盻 サステナビリティ報告書／眈 ISO

による規格化／眇 取引上の選別／眄 厚生労働省の

取り組み

5．労働CSRにおけるネガティブ・インパクト
盧 コンプライアンス／盪 基本的人権の尊重／蘯 安

全で衛生的な職場環境の整備／盻 良好な労使関係

の構築

6．労働CSRにおけるポジティブ・インパクト
盧 シェアリング・プラン（sharing plan）／盪 ファ

ミリー・フレンドリー（family friendly）／蘯 アフ

ァーマティブ・アクション（affirmative action）／

盻エンプロイアビリティ（employability）

7．雇用問題は企業の責任か
盧雇用維持におけるネガティブ・インパクト／

盪雇用維持におけるポジティブ・インパクト

8．労働CSRの現実的運用体制を築く
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